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通常、 ペットフードや
食品のラベルに塩分と
記載されている場合は
塩化ナトリウムを指し
ており、これは一般的
に食塩として知られて
います。
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ペットフード中の塩分

塩分はペットフードの重要な構成成分で、体
内の重要な機能に多くかかわっています。人
では塩分制限が推奨されていますが、ペット
にも同じことが言えるでしょうか？

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 塩分とは？

塩分は、多数の化合物を総称する広義の用語です。

通常、ペットフードや食品のラベルに塩分と記載されてい
る場合は塩化ナトリウムを指しており、これは一般的に食
塩として知られています。

ナトリウムとクロライドはいずれも主要ミネラルとして定
義されており、身体が必要とする栄養素で、ペットフード
中に比較的高い比率（0.1 mg/kcal以上）で含有されてい
ます。これは、ごく微量（0.1 mg/kcal未満）を必要とする
亜鉛や銅などの微量ミネラルとは対照的です1。
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ペットフード中の塩分（塩化ナトリウム）の役
割とは？

塩分は犬や猫の健康状態に関係しています
か？

ナトリウムとクロライドはいずれも必須栄養素であるため、ペッ
トフード中に含まれている必要があります。ナトリウムやクロラ
イドは、以下に示すような身体のさまざまなプロセスに重要な
役割を果たしています。

	■ ナトリウムは体内で水分バランスを正常に保つのに役立ちま
す。例えば、犬が脱水した場合、腎臓はナトリウムを保持
して体内の水分を温存し、尿量の産生を減らします2。

	■ ナトリウムは神経シグナルの伝達（伝導）に関与しているほ
か、筋線維の収縮にも関係しています2。

	■ ナトリウムとクロライドは一般的な電解質で、体液中で多く
の代謝過程の調節を助けたり、影響を与えたりします（細胞
内への栄養素の流入および細胞外への老廃物の排出など）。
また、ナトリウムは腸管におけるアミノ酸やグルコースなど
の栄養素の吸収にも関与しています2（アミノ酸やグルコース
はナトリウムイオンとの共輸送機構により吸収されます3）。

	■ クロライドは胃酸の成分である塩酸の産生に利用され、タ
ンパク質を消化する酵素であるペプシンの活性に必要な酸
性の環境を作り出すうえで重要な役割を果たします2。

バランスのとれた総合栄養食には最適な量の塩化ナトリウムが
含まれています。

世界保健機関は、高血圧（個人差はありますが4）や、心臓や腎
臓への潜在的な影響を懸念して、人の塩分摂取量を制限するこ
とを推奨しています5。しかし、科学論文では、健康なペットに
おいて塩分摂取が血圧を上昇させ、心臓や腎臓の健康に悪影
響を及ぼすというエビデンスは報告されていません6-10。

ペットの塩分摂取量を増やすと有益な場合があります。尿路疾
患を管理する際に、療法食中の塩化ナトリウム濃度を上げると
飲水量が増加するため、尿量が増加して尿が希釈されます。
ペットに塩分量の多い食事を与えた研究では、血圧および心臓
や腎臓の健康に有害な作用は認められませんでした6-10。

犬や猫では塩分と心疾患、高血圧、腎不全の因果関係を示す
データはありませんが、動物栄養士による最新の推奨では、既
にこれらの疾患に罹患しているペットは、塩分の過剰な摂取を
避けたほうがよいが、必ずしも摂取量を制限する必要はないと
しています10,11。
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